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日本スポーツ少年団リーダー制度 

 
 

スポーツ少年団における青少年リーダーを組織的に整備することとあわせ、団における

位置づけを明らかにし、日常の活動を通じ個々の資質と技能の向上をはかり、将来のスポ

ーツ少年団指導者に育成することを目的に「日本スポーツ少年団リーダー制度」を定める。 
 
1． スポーツ少年団リーダーの規定 

日本スポーツ少年団にジュニア・リーダーとシニア・リーダーをおく。ジュニア・リー

ダーは、単位団において団員の模範となって活動する団員をいう。シニア・リーダーは、

単位団およびリーダー会において模範となって活動する団員をいう。 
 
2． スポーツ少年団リーダーの養成 

日本スポーツ少年団では、リーダーの資質の向上をはかるため次のリーダースクールを

設け、資格の認定を行う。 
（1） ジュニア・リーダースクール 

日本スポーツ少年団と都道府県スポーツ少年団が共催で開設する。 
対象 ：次のいずれの条件も満たす者とする。 

①日本スポーツ少年団登録団員で、小学校 5 年生以上中学生までの者。 
②所属市区町村スポーツ少年団本部長の推薦を受けた者。 

内容 ： 次の内容を含む 20 時間以上のコースを設定する。 
①スポーツ少年団とは   ②スポーツ少年団のリーダーとは 
③活動プログラムの実践（スポーツ活動、交歓交流活動、集団生活・集団

行動等） ④話し合い 
（2） シニア・リーダースクール 

日本スポーツ少年団が開設する。 
対象 ： 次のいずれの条件も満たす者とする。 

①日本スポーツ少年団登録団員で義務教育を終了した 20 歳未満の者。 
②「ジュニア・リーダー」の認定資格を有する者又はスポーツ少年団活動

により、別に定める活動単位を取得し、シニア・リーダースクールの参

加資格を認められた者。 
内容 ： 次の内容を含む 40 時間以上のコースを設定する。 

①スポーツ少年団とは（意義と原則／組織と活動）   ②リーダーとは 
③少年期の発育発達   ④スポーツの指導   ⑤安全管理   ⑥体力テスト 
⑦グループワーク   ⑧スポーツ少年団員のための運動プログラム 
⑨交歓交流活動の実践   ⑩研究協議 
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3． スポーツ少年団リーダーの資格認定 
（1） ジュニア・リーダー 

ジュニア・リーダースクールを修了した団員に対しては、都道府県スポーツ少年団

が日本スポーツ少年団の名において「日本スポーツ少年団ジュニア・リーダー」とし

て認定し、認定証と認定品を交付する。 
（2） シニア・リーダー 

シニア・リーダースクールを修了した団員に対しては、日本スポーツ少年団が「日

本スポーツ少年団シニア・リーダー」として認定し、認定証と認定品を交付する。 
 
4． 認定の期間 
（1） ジュニア・リーダー 

認定を受けた者が引き続き登録を行っている限り有効とする。 
（2） シニア・リーダー 

認定を受けた者が引き続き登録を行っている限り有効とする。ただし、日本スポー

ツ少年団指導者制度に定める要件を満たした場合、「スポーツ少年団認定員」へ資格

移行する。 
 
5． 認定資格の停止および取消し 
（1） ジュニア・リーダー、シニア・リーダーに公益財団法人日本体育協会倫理規程第 4 条

に違反する行為が明らかとなり、別に定める基準に基づく「活動停止」処分となった

ときは、同一期間、資格を停止する。 
（2） ジュニア・リーダー、シニア・リーダーが次の各項に該当するとき、その資格を取り

消す。 
① スポーツ少年団登録を行わなかったとき。 
② 公益財団法人日本体育協会倫理規程第 4 条に違反する行為が明らかとなり、別に

定める基準に基づく「登録取消し」処分となったとき。 
 
6．制度の変更 

本制度は、日本スポーツ少年団常任委員会の承認を得て変更することができる。 
 
＜附則＞ 

昭和 53 年 2 月 28 日制定 
昭和 59 年 1 月 26 日改定 
平成 2 年 4 月 1 日改定 
平成 7 年 4 月 1 日改定 
平成 18 年 4 月 1 日改定 
平成 22 年 4 月 1 日改定 
平成 22 年 4 月 14 日改定 
平成 27 年 11 月 9 日改定 



日本スポーツ少年団リーダー制度 2 項(2)に定める活動単位 
 

日本スポーツ少年団リーダー制度 2 項(2)に記載の活動単位について、以下のように定める。 
 
１．活動単位数 

（１）全国スポーツ少年大会参加 5 単位 
（２）全国スポーツ少年団リーダー連絡会参加 5 単位 
（３）ブロックスポーツ少年大会参加 5 単位 
（４）ブロックリーダー研究大会参加 5 単位 
（５）スポーツ少年大会（全国・ブロック・都道府県）および、 

競技別交流大会（全国・ブロック・都道府県）への運営係員としての参加 5 単位 
（６）市区町村リーダー会役員経験年数 1 年以上 5 単位 
（７）都道府県リーダー会役員経験年数 1 年以上 10 単位 
（８）ジュニア・リーダースクールへの運営係員としての参加 10 単位 
（９）日独スポーツ少年団同時交流（派遣）へ団員として参加 10 単位 

 
２．単位取得条件 

（１）当該事業終了時に単位を取得するものとする。 
（２）同一項目であっても複数年度に渡り該当する場合は、それぞれの年度ごとに活動単位を

認める。 
 
３．必要単位数 

上記活動単位の内、10 単位以上取得した者に対し、シニア・リーダースクール参加資格を

認める。 
 

平成 22 年 4 月 1 日発行 




